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平
成
二
七
年
か
ら
始
ま
っ
た
ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室
た

た
ら
製
鉄
研
究
班
は
、
播
磨
北
西
部
に
位
置
す
る
佐
用
町
・

宍
粟
市
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
考
古
・
文
献
の
両
部
門
か
ら

古
代
〜
近
世
の
た
た
ら
製
鉄
の
基
礎
的
研
究
を
進
め
て
き

た
。
研
究
会
に
は
班
員
以
外
に
も
外
部
の
研
究
者
も
参
加

し
議
論
を
深
め
、
そ
の
成
果
の
一
部
は

『

紀
要』
で
発
信

し
て
き
た
。
本
稿
が
対
象
と
す
る
古
代
・
中
世
製
鉄
研
究

の
成
果
に
関
し
て
は
、
ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室
紀
要
第
三

号
の
特
集

｢

播
磨
の
た
た
ら
製
鉄｣

を
は
じ
め
、
同
四
・

五
・
七
号
で
随
時
発
表

(

１)

し
て
き
た
が
当
班
の
調
査
研
究
活

動
は
本
年
度
で
そ
の
役
目
を
終
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本

稿
で
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
る
意
味
で
、
特

集｢

播
磨
の
た
た
ら
製
鉄｣

以
降
の
考
古
学
分
野
の
古
代
・

中
世
製
鉄
研
究
動
向
に
つ
い
て
紹
介
し
、
総
括
と
し
た
い
。
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図
１

(

２)

は
古
代
・
中
世
製
鉄
遺
跡
の
分
布
を
表
し
た
図
で

あ
る
。
そ
の
分
布
は
紀
要
三
号
で
紹
介
し
た
二
〇
一
八
年

当
時
と
変
わ
っ
て
い
な
い
。
中
世
製
鉄
遺
跡
に
つ
い
て
も

同
様
で
、
新
し
い
発
見
が
加
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
佐

用
町
、
宍
粟
市
波
賀
町
域
に
つ
い
て
は

｢

兵
庫
県
生
産
遺

跡
分
布
調
査｣

の
一
環
で
、
製
鉄
遺
跡
の
分
布
調
査
が
行

わ
れ
詳
細
な
報
告

(

３)

が
な
さ
れ
た
が
、
揖
保
川
上
流
域
の
宍

粟
市
一
宮
町
・
千
種
町
域
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。

両
地
域
の
詳
細
な
調
査
が
進
展
す
れ
ば
、
播
磨
北
西
部
の

鉄
生
産
の
状
況
が
よ
り
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
る
。
し
た

― 3―

�
�

�
�

�
�

�
�

�
	



�
�


�
�
�
�
�
�
�

村

上

泰

樹



が
っ
て
、
古
代
・
中
世
の
製
鉄
遺
跡
と
そ
の
分
布
状
況
は

従
来
の
資
料
を
取
り
ま
と
め
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

製
鉄
遺
跡
の
分
布
は
佐
用
町
を
中
心
と
し
た
千
種
川
上

流
域
と
宍
粟
市
内
を
流
れ
る
揖
保
川
最
上
流
域
に
分
か
れ

る
。
と
く
に
、
千
種
川
支
流
佐
用
川
沿
い
の
佐
用
町
大
撫

山
麓
周
辺
は
、
七
世
紀
代
の
カ
ジ
屋
遺
跡

(

５)

、
六
世

代
ま
で
遡
る
と
の
評
価
が
あ
る
金
屋
中
土
居
遺
跡

(

４)

や
奈
良
時
代
に
比
定
さ
れ
る
製
鉄
遺
跡
が
集
中
す
る
。
佐

用
町
東
側
、
千
種
川
本
流
域
に
は
熱
残
留
磁
気
測
定
値
Ａ.

Ｄ.

六
七
〇
年
前
後
の
横
口
式
炭
窯
を
も
つ
東
徳
久
遺
跡

(

９)

、
奈
良
時
代
初
頭
の
西
下
野
製
鉄
遺
跡

(

13)

が
存

在
す
る
。
ま
た
佐
用
川
源
流
域
の
日
名
倉
山
麓
に
は
滝
谷

Ｕ
遺
跡

(

33)

等
の
中
世
製
鉄
遺
跡
が
分
布
す
る
。
宍
粟

市
域
の
千
種
川
源
流
付
近
に
も
一
四
世
紀
に
比
定
さ
れ
る

高
保
木
製
鉄
遺
跡

(

32)

が
あ
る
。

千
種
川
上
流
域
お
よ
び
そ
の
支
流
域
に
は
古
代
製
鉄
遺

跡
が
、
源
流
付
近
に
は
中
世
製
鉄
遺
跡
が
分
布
す
る
傾
向

が
見
と
れ
る
。

一
方
、
宍
粟
市
北
部
域
の
揖
保
川
支
流
引
原
川
沿
い
に

は
、
古
代
か
ら
中
世
へ
の
過
渡
期
の
安
積
山
遺
跡

(

30)

を
は
じ
め
、
小
野
段
林
遺
跡

(

37)

な
ど
、
中
世
製
鉄
遺

跡
が
分
布
し
て
い
る
。
ま
た
揖
保
川
支
流
志
文
川
の
源
流

域
付
近
に
は
一
四
世
紀
中
心
に
操
業
し
た
小
茅
野
後
山
遺

跡

(

31)

が
分
布
す
る
。

揖
保
川
流
域
の
分
布
状
況
は
、
中
世
へ
の
過
渡
期
の
安

積
山
遺
跡
を
含
め
、
中
世
の
製
鉄
遺
跡
が
主
体
で
あ
る
。
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播
磨
北
西
部
の
古
代
製
鉄
研
究
に
つ
い
て
は
、
上
栫
武

氏
、
大
道
和
人
氏
に
よ
る
二
つ
の
注
目
す
べ
き
研
究
が
あ

る
。
い
ず
れ
も
、
播
磨
の
古
代
製
鉄
の
開
始
と
周
辺
地
域

と
の
製
鉄
技
術
交
流
に
触
れ
る
研
究
で
あ
る
。
古
代
吉
備

地
域
か
ら
の
技
術
移
転
に
触
れ
た
上
栫
氏
の
研
究
に
つ
い

て
は
、
す
で
に

『

ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室
紀
要』

で
公
表

さ
れ
て
い
る
が

(

４)

、
大
道
氏
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
研
究

会
内
部
発
表
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
い
、
外
部
へ
の
情
報
発

信
が
で
き
な
か
っ
た
。

ま
ず
古
代
吉
備
と
の
製
鉄
技
術
交
流
に
つ
い
て
論
考
し

た
上
栫
氏
の
論
文
に
触
れ
る
。

上
栫
氏
は
製
鉄
炉
の
地
下
構
造
が
長
幅
比
一：

一
〜
二：

一
の
方
形
な
い
し
は
長
方
形
の
も
の
を
方
形
箱
形
炉

(

Ⅰ
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型)

、
地
下
構
造
の
長
幅
比
は
同
じ
で
、
平
面
形
が
円
形

あ
る
い
は
楕
円
形
の
も
の
を
円
筒
炉
・
楕
円
形
炉(

Ⅱ
型)

に
分
類
し
、
方
形
箱
形
炉
は
岡
山
県
域
、
円
筒
炉
・
楕
円

形
炉
は
広
島
県
東
部
に
分
布
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

さ
ら
に
方
形
箱
形
炉

(

Ⅰ
型)

を
細
分
し
、
土
坑
を
掘
削

す
る
地
下
構
造
を
も
つ
Ⅰ
１
型
と
地
面
を
浅
く
掘
り
窪
め

る
が
、
小
口
部
が
立
ち
上
が
ら
な
い
溝
状
炉
床(

Ⅰ
２
型)

に
分
け
、
内
部
に
礫
を
使
用
し
な
い
も
の
を
Ⅰ
２
ｄ
型
と

し
た
。
そ
し
て
こ
の
方
形
溝
状
炉
床
の
製
鉄
炉
は
、
兵
庫

県
に
隣
接
す
る
岡
山
県
北
東
部
美
作
地
域
に
分
布
す
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
製
鉄
炉
に
付
属
す
る
周
溝

に
着
目
し
、
溝
状
炉
床

(

Ⅰ
２
ｄ
型)
を
も
つ
七
世
紀
後

半
の
下
坂
遺
跡

(

岡
山
県
勝
田
郡
勝
央
町)
の
製
鉄
炉
１

(

図
２�

２)

と
播
磨
佐
用
町
カ
ジ
屋
遺
跡

(
図
２�
１)

の
付
属
施
設
、
地
下
構
造
が
類
似
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

両
者
の
製
鉄
遺
構
は
馬
蹄
形
周
溝
を
も
つ
溝
状
炉
床

(
Ⅰ

２
ｄ
型)

で
周
溝
と
排
滓
溝
の
接
続
状
況
も
同
じ
で
、
両

者
は
極
め
て
高
い
類
似
性
を
も
つ
。
た
だ
製
鉄
原
料
は
、

下
坂
遺
跡
が
鉄
鉱
石
・
砂
鉄
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
カ
ジ

屋
遺
跡
は
砂
鉄
の
み
使
用
し
て
い
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
。

上
栫
氏
は
両
者
の
技
術
的
共
通
性
と
、
下
坂
遺
跡
の
あ
る

美
作
国
勝
田
郡
内
の
製
鉄
を
裏
付
け
る
荷
札
木
簡

(

５)

の
存
在

な
ど
か
ら
、
こ
の
現
象
を
美
作
国
勝
田
郡
か
ら
讃
容
郡

(

佐
用
郡)

へ
の
製
鉄
技
術
の
移
転
と
捉
え
た
。
そ
の
伝

播
経
路
と
し
て
、
下
坂
遺
跡
か
ら
吉
野
川
や
梶
並
川
の
河

川
を
北
上
し
、
美
作
国
か
ら
播
磨
国
へ
続
く
、
後
の
古
代

美
作
道
に
該
当
す
る
陸
路
の
可
能
性
を
具
体
的
に
論
じ
た
。

下
坂
遺
跡
の
年
代
は
七
世
紀
後
半
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
て
カ
ジ
屋
遺
跡
は
周
辺
の
遺
跡
の
事
例
か
ら
奈

良
時
代
の
範
疇

(

６)

あ
る
い
は
、
六
世
紀
代
ま
で
遡
る
可
能
性

が
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
年
代
は
確
定
的
で
は
な
い
。

ま
た
大
道
氏
も
カ
ジ
屋
遺
跡
の
年
代
に
つ
い
て
言
及
さ
れ

て
お
り
、
カ
ジ
屋
遺
跡
製
鉄
炉
の
地
下
構
造
を
炉
長
軸
五

〇
㎝
、
掘
形
長
方
形
・
正
方
形
の
Ａ
２
類
に
分
類
し
、
吉

備
地
方
に
起
源
を
も
つ
地
下
構
造
で
、
七
世
紀
第
２
四
半

期
〜
第
３
四
半
期
と
下
坂
遺
跡
と
同
様
の
年
代
を
想
定
さ

れ
て
い
る

(

７)

。
筆
者
は
か
つ
て
カ
ジ
屋
遺
跡
の
年
代
を
七
世

紀
以
前
に
遡
る
可
能
性
を
考
え
、
播
磨
の
製
鉄
開
始
時
期

の
製
鉄
炉
の
可
能
性
を
考
え
た

(

８)

。
し
か
し
下
坂
遺
跡
の
年

代
と
讃
容
郡
へ
の
製
鉄
技
術
移
転
の
可
能
性
を
考
慮
す
る

と
、
カ
ジ
屋
遺
跡
の
年
代
は
、
下
坂
遺
跡
の
し
め
す
七
世

紀
後
半
な
い
し
は
そ
れ
以
降
の
可
能
性
も
考
慮
せ
ざ
る
を

― 6―



得
な
い
と
の
結
論

に
至
っ
た
。

次
に
播
磨
地
域

と
京
都
府
・
滋
賀

県
内
の
古
代
製
鉄

遺
跡
の
地
下
構
造

に
言
及
し
た
大
道

氏
の
研
究
に
触
れ

る
。
氏
は
近
畿
地

方
を
中
心
と
し
た

古
代
製
鉄
炉
地
下

構
造
に
つ
い
て
、

す
で
に
幾
つ
か
論

文
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
二
〇
二
〇
年
に
島
根

県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
編

『

た
た
ら
製
鉄
の
成
立
過
程』

に
掲
載
さ
れ
た
論
文
と
、
ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室
た
た
ら

製
鉄
研
究
班
研
究
会
の
発
表
成
果

(

９)

を
も
と
に
、
大
道
氏
の

見
解
を
紹
介
す
る
。
前
提
と
し
て
、
氏
の
分
類
に
よ
る
製

鉄
炉
地
下
構
造
の
類
似
性
と
そ
の
分
布
状
況
は
、
製
鉄
技

術
交
流
を
示
す
と
い
う
視
点
で
す
す
め
る
。

氏
は
箱
形
炉
を
設
置
方
法

(

横
置
き
、
縦
置
き)

、
長

さ

(

五
〇
㎝
前
後
、
一
〇
〇
㎝
前
後
、
一
五
〇
㎝
前
後
、

二
〇
〇
㎝
前
後)

、
地
下
構
造
の
構
築
方
法
か
ら
近
畿
地

方
の
古
代
製
鉄
炉
を
形
態
分
類
し
て
い
る
。
播
磨
の
古
代

製
鉄
炉
の
う
ち
、
七
世
紀
後
半
の
カ
ジ
屋
遺
跡

(

図
２�

１)

は
、
炉
長
軸
内
寸
五
〇
㎝
前
後
で
長
方
形
な
い
し
は

正
方
形
の
掘
形
を
も
つ
岡
山
県
総
社
市
板
井
砂
奥
製
鉄
遺

跡
を
指
標
と
す
る
大
道
分
類
Ａ
２
型

(

近
畿
４
型
・
板
井

砂
奥
型)

に
分
類
さ
れ
、
備
中
地
域
と
の
関
わ
り
を
も
つ
。

ま
た
八
世
紀
後
半
の
永
谷
Ｃ
遺
跡

(

図
２�

３)

と
八
世

紀
中
頃
の
坂
遺
跡

(

図
２�

４)

は
、
炉
長
軸
内
寸
一
ｍ

前
後
の
福
岡
市
大
原
Ａ
遺
跡
を
指
標
と
す
る
大
道
分
類
Ａ

３
型

(

近
畿
５
型
・
大
原
Ａ
型)

に
分
類
さ
れ
る
。
Ａ
３

型
は
八
世
紀
後
半
の
京
都
府
京
丹
後
市
遠
所
遺
跡
芦
名
地

区
Ａ
地
点
で
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
分
布
は
近
隣
で
は

丹
後
地
域
に
集
中
す
る
。

七
世
紀
後
半
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
東
徳
久
遺

跡
と
奈
良
時
代
の
可
能
性
を
も
つ
横
坂
丘
陵
遺
跡(

図
２�

５)
は
、
炉
長
軸
寸
法
が
五
〇
㎝
前
後
で
地
山
に
直
接
粘

土
を
貼
り
炉
底
と
す
る
岡
山
県
県
津
山
市
大
蔵
池
南
製
鉄

遺
跡
を
指
標
と
す
る
大
道
分
類
Ｂ
型

(

近
畿
６
型
・
大
池

南
型)

に
分
類
さ
れ
る
。
Ｂ
型
は
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
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初
頭
の
草
津
市
野
路
小
野
山
製
鉄
遺
跡
が
あ
り
、
そ
の
分

布
は
吉
備
地
域
か
ら
近
江
地
域
に
及
ぶ
。

奈
良
時
代
初
頭
の
西
下
野
遺
跡
Ｂ
地
区
下
部
領
域

(

図

２�

７)
と
八
世
紀
中
頃
の
永
谷
Ｂ
遺
跡

(

図
２�

６)

、

六
世
紀
代
な
い
し
は
平
安
時
代
に
比
定
さ
れ
て
い
る
金
屋

中
土
居
遺
跡

(
図
２�

８)

は
、
炉
内
長
軸
内
寸
二
ｍ
前

後
、
溝
内
に
炉
の
地
下
構
造
を
も
ち
、
排
滓
は
両
小
口
で

行
う
タ
イ
プ
で
、
六
世
紀
後
半
の
京
丹
後
市
遠
所
遺
跡
通

り
谷
地
区
Ｏ
地
点
を
指
標
と
す
る
大
道
分
類
Ｅ
12
型

(

近

畿
１
型
・
遠
所
型)

に
分
類
さ
れ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
は
丹

後
地
域
に
多
く
分
布
し
、
九
世
紀
ま
で
続
い
て
い
る
。

氏
は
播
磨
の
古
代
製
鉄
炉
の
形
態
分
類
、
分
布
状
況
、

製
鉄
原
料

(

高
チ
タ
ン
砂
鉄)

の
把
握
と
い
う
確
認
作
業

を
行
っ
た
上
で
、
古
代
播
磨
の
製
鉄
技
術

(

Ａ
２
型
・
Ｂ

型)

は
、
吉
備

(

備
中
・
美
作)

の
高
チ
タ
ン
砂
鉄
原
料

地
域
か
ら
導
入
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

ま
た
播
磨
の
箱
形
炉
は
、
大
道
分
類
Ａ
２
型
の
カ
ジ
屋

遺
跡

(

七
世
紀
以
前)

、
Ｂ
型
の
東
徳
久
遺
跡

(

七
世
紀

後
半
？)

、
横
坂
丘
陵
遺
跡

(

奈
良
時
代)

な
ど
炉
規
模

五
〇
㎝
前
後
、
方
形
・
長
方
形
の
地
下
構
造
を
も
つ
小
規

模
な
炉
か
ら
、
地
下
構
造
が
長
軸
内
寸
一
ｍ
前
後
の
長
方

形
を
呈
す
る
大
道
分
類
Ａ
３
型
の
永
谷
Ｃ
遺
跡

(

八
世
紀

中
頃)

、
坂
遺
跡

(

八
世
紀
後
半)

、
そ
し
て
長
軸
内
寸
が

二
ｍ
前
後
の
長
方
形
の
炉
地
下
構
造
を
も
つ
Ｅ
12
型
の
西

下
野
遺
跡

(

奈
良
時
代
初
頭)

、
永
谷
Ｂ
遺
跡

(

八
世
紀

中
頃)

へ
と
、
炉
の
長
大
化

(

大
型
化)

が
す
す
ん
だ
可

能
性
を
想
定
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
古
代
播
磨
の
箱
型
炉
の
変
遷
過
程
は
、
製

鉄
開
始
期
か
ら
長
大
化
し
た
箱
形
炉
を
用
い
、
高
チ
タ
ン

砂
鉄
原
料
を
用
い
る
丹
後
地
域

(

Ｅ
12
・
21
・
22
型)

や

近
江

(

Ｅ
11
・
21
・
31
型)

の
箱
形
炉
の
変
遷
と
は
異
な

る
発
展
段
階
を
示
す
と
指
摘
し
た
。

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
播
磨
の
製
鉄
開
始
時
期
に

か
か
わ
る
カ
ジ
屋
遺
跡
と
金
屋
中
土
居
遺
跡
で
あ
る
。

カ
ジ
屋
遺
跡
の
年
代
に
つ
い
て
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に

六
紀
代
に
遡
る
可
能
性
を
考
え
て
い
た
が
、
上
栫
論
文
が

指
摘
し
た
カ
ジ
屋
遺
跡
製
鉄
炉
と
七
世
紀
後
半
の
下
坂
遺

跡
製
鉄
炉
地
下
構
造
の
類
似
性
を
考
慮
す
る
と
、
カ
ジ
屋

遺
跡
は
下
坂
遺
跡
と
同
等
の
年
代
に
修
正
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
大
道
氏
の

『

た
た
ら
製
鉄
の
成
立
過
程』

と
兵
庫
歴

史
研
究
室
内
部
研
究
会
発
表
は
、
カ
ジ
屋
遺
跡
の
年
代
を

六
世
紀
ま
で
遡
る
可
能
性
を
示
唆
し
た
私
の
見
解
を
踏
ま
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え
た
検
討
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
カ
ジ
屋
遺
跡
が
古
代
播

磨
製
鉄
開
始
時
期
を
示
す
遺
跡
と
の
評
価
に
導
い
て
し
ま
っ

た
。
今
回
の
カ
ジ
屋
遺
跡
年
代
の
修
正
に
伴
い
混
乱
を
招

く
結
果
と
な
り
、
筆
者
の
浅
学
菲
才
を
深
く
反
省
し
た
い
。

『

播
磨
国
風
土
記』

(

以
下

『

風
土
記』)

讃
容
郡
条
に
は

｢(

鹿
庭
山)

山
の
四
面
に
十
二
の
谷
有
り
。
皆
、
鉄
生
ふ

る
こ
と
有
り
。
難
波
豊
前
朝
廷
に
始
め
て
進
り
き
。
見
顕

し
し
人
は
別
部
犬
に
し
て
、
其
の
孫
等
奉
発
る
初
め
な
り

(

原
漢
文)｣ (

�)

に
よ
る
と
、
播
磨
で
製
鉄
を
開
始
し
た
別
部

犬
の
孫
の
代
に
難
波
豊
崎
朝
廷

(
六
五
二
〜
四)

に
鉄
を

納
め
た
と
あ
り
、
六
世
紀
末
か
ら
七
世
紀
初
頭
に
は
播
磨

で
鉄
生
産
が
開
始
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、

土
佐
雅
彦
氏
・
大
道
氏
が
播
磨
の
製
鉄
開
始
に
か
か
わ
る

候
補
の
遺
跡
と
評
価
し
た
坂
遺
跡
・
金
屋
中
土
居
遺
跡
に

つ
い
て
述
べ
る

(

�)

。
ま
ず
吉
備
地
方
を
起
源
と
す
る
炉
長
軸

寸
法
一
ｍ
前
後
の
坂
遺
跡
の
年
代
は
、
炉
中
央
断
割
り
部

上
層
よ
り
採
集
さ
れ
た
炭
化
材
サ
ン
プ
ル
一
点
で
、
Ｃ
年

代
測
定
法
の
結
果
は
Ａ.

Ｄ.

七
五
〇
年
前
後
を
示
し
て

い
る
。
報
告
文

(

�)

に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
測
定
に
は

複
数
の
サ
ン
プ
ル
が
必
要
で
、
こ
の
点
に
問
題
は
あ
る
が
、

そ
れ
以
上
の
時
代
決
定
資
料
が
な
い
た
め
、
現
状
で
は
八

世
紀
中
頃
と
理
解
し
て
お
く
。

問
題
は
金
屋
中
土
居
遺
跡
で
あ
る
。
同
遺
跡
の
炉
は
軸

長
寸
法
一.

七
ｍ
と
長
大
で
、
時
期
は
出
土
し
た
と
さ
れ

る
須
恵
器
か
ら
六
世
紀
第
４
四
半
期
〜
七
世
紀
代
第
１
四

半
期
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
後
の
資
料
精
査
で
須
恵
器

の
所
在
が
不
明
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
た
め
現

地
の
見
解
で
は
、
周
辺
の
遺
構
の
年
代
観
か
ら
八
世
紀
代

と
考
え
ら
れ
て
い
る

(

�)

。
筆
者
も
先
の
論
文
で
は
こ
の
見
解

を
支
持
し
た
が
、
本
稿
で
は
両
論
併
記
に
す
る
の
が
妥
当

と
考
え
る
に
至
っ
た
。
仮
に
六
世
紀
代
と
す
れ
ば
、
大
道

氏
が
か
つ
て
示
し
た
、
播
磨
で
は
製
鉄
開
始
時
期
か
ら
す

で
に
炉
の
長
大
化
が
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の

現
象
は
丹
後
・
近
江
地
域
の
変
遷
と
整
合
す
る
こ
と
に
な

る
。古

代
播
磨
の
製
鉄
開
始
時
期
の
確
定
は
、
古
代
吉
備
地

域

(

備
中
・
美
作)

か
ら
近
畿
地
域
へ
の
製
鉄
技
術
の
伝

播
を
考
え
る
上
で
重
要
な
事
項
で
あ
る
。
今
後
は
、
金
屋

中
土
居
遺
跡
の
再
精
査
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
発
掘
調
査

等
新
た
な
検
討
資
料
の
増
加
を
待
ち
た
い
。
そ
の
際
、
製

鉄
炉
の
年
代
確
定
の
検
討
資
料
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
複
数

サ
ン
プ
ル
の
科
学
的
年
代
測
定
法
の
活
用
を
望
む
。
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(

１)
古
代
末
の
安
積
山
遺
跡

播
磨
の
中
世
製
鉄
に
触
れ
る
前
に
、
古
代
か
ら
中
世
へ

の
過
渡
期
の
状
況
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
の
時
期
の
製
鉄

遺
跡
は
、
宍
粟
市
北
部
域
、
揖
保
川
と
そ
の
支
流
で
あ
る

引
原
川
合
流
地
点
に
立
地
す
る
安
積
山
遺
跡

(

一
宮
町)

が
知
ら
れ
て
い
る
。
遺
跡
の
立
地
す
る
地
点
は
、
播
磨
南

部
域
か
ら
揖
保
川
、
引
原
川
沿
い
を
北
上
し
、
但
馬
、
因

幡
方
面
へ
向
か
う
道
の
分
岐
点
に
あ
た
る
。

安
積
山
遺
跡
は
、
平
成
五
年

(

一
九
九
三)

の
確
認
調

査
か
ら
始
ま
り
、
平
成
二
〇
年

(

二
〇
〇
八)
に
か
け
て

六
カ
所
の
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
う
ち
四
カ
所
の
調
査
区

(

Ｈ
六
・
調
査
区
、
Ｈ
一
九
・
Ⅴ
区
、
Ｈ
二
〇
・
北
区
、

Ｈ
二
〇
・
南
区)

で
二
二
基
の
製
鉄
炉
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
Ｈ
六
・
調
査
区
の
成
果
に
つ
い
て
概
報

(

�)

が

公
表
さ
れ
て
い
る
。
遺
跡
の
年
代
は
一
二
世
紀
後
半
〜
一

三
世
紀
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
播
磨
に
お
け
る
古
代
末
か

ら
中
世
に
か
け
て
の
過
渡
期
の
鉄
生
産
を
明
ら
か
に
す
る

重
要
な
遺
跡
で
あ
る

(

�)

。
こ
の
た
め
、
ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究

室
た
た
ら
製
鉄
研
究
班
は
、
遺
跡
の
全
体
像
を
探
る
た
め
、

令
和
元
年

(

二
〇
一
九)

年
か
ら
資
料
調
査
を
継
続
し
て

き
た
。
途
中
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
、
調
査
が
中
断
し

た
た
め
、
個
々
の
製
鉄
炉
の
構
造
把
握
ま
で
に
は
至
ら
ず
、

各
調
査
区
の
全
体
像
の
把
握
、
炉
壁
片
、
出
土
品
な
ど
の

検
討
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
回
、
宍
粟
市
教
育
委
員

会
の
ご
厚
意
で
安
積
山
遺
跡
各
調
査
区
の
全
体
図
を
掲
載

す
る
こ
と
が
で
き
た

(

図
３)

。
安
積
山
遺
跡
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
す
で
に

『

ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室
紀
要
第
五

号』

で
詳
細
に
報
告
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
要
点
の
み
抽

出
し
て
述
べ
る
。

Ｈ
六
・
調
査
区
で
は
、
下
段
部
か
ら
中
段
部
、
そ
し
て

上
段
部
と
三
段
の
平
坦
面
に
一
二
基
の
製
鉄
炉
が
築
か
れ

て
い
る
。
操
業
は
下
段
部
か
ら
始
ま
り
、
中
段
、
上
段
部

へ
と
続
き
、
三
種
類
の
製
鉄
炉
が
検
出
さ
れ
、
安
積
山
遺

跡
の
製
鉄
炉
の
変
遷
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
第
一
段
階

(
図
４�

８)

は
細
長
い
地
下
構
造
を
も
ち
両
端
に
排
滓
溝

を
配
置
し
た
、
平
面
形

｢

コ｣

字
形
の
タ
イ
プ

(

角
田
分

類
(

�)
Ａ
１�
ｂ
型
・
大
道
分
類

(

�)

播
磨
１
型)

、
第
二
段
階

(

図

４�

９)
は
楕
円
形
な
い
し
は
長
方
形
の
地
下
構
造
で
、

長
さ
／
幅
の
比
が
三
以
下
の
も
の

(

角
田
分
類
Ａ
２�

ａ
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型
、
大
道
分
類
播
磨
２
型)

。
第

三
段
階

(

図
４�

９)

が
い
わ
ゆ

る
播
磨
型

(

�)

と
呼
ば
れ
る
地
面
を
掘

り
込
ん
だ
地
下
構
造
を
も
ち
、
粘

土
塊
の
混
ざ
っ
た
土
で
低
い
マ
ウ

ン
ド
を
築
造
し
、
中
央
に
長
方
形

の
炉
床
地
下
構
造
を
も
つ
タ
イ
プ

(
土
佐
分
類
播
磨
型
、
角
田
分
類

Ｃ
２
型
、
大
道
分
類
播
磨
４
型)

で
あ
る
。
安
積
山
第
一
階
の
平
面

形

｢

コ｣
の
字
形
の
製
鉄
炉
は
、

角
田
徳
幸
氏
に
よ
れ
ば
、
島
根
県

雲
南
市
大
志
戸
Ⅱ
遺
跡
二
号
炉

(

一
三
世
紀
後
半)

に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
出
雲
地
域
を
中
心
に
一

六
世
紀
ま
で
展
開
す
る
製
鉄
炉
で
あ
る
。
安
積
山
第
二
段

階
の
楕
円
形
な
い
し
は
長
方
形
の
地
下
構
造
の
炉
は
、
詳

細
な
検
討
を
経
て
は
い
な
い
が
、
他
の
調
査
区(

Ｈ
一
九
・

Ⅴ
区
、
Ｈ
二
〇
・
北
区
、
Ｈ
二
〇
・
南
区)

で
見
ら
れ
る

製
鉄
炉
は
こ
の
タ
イ
プ
の
可
能
性
が
高
い
。
出
雲
地
域
・

備
中
地
域
に
分
布
し
て
お
り
、
そ
の
出
現
は
一
三
世
紀
以

降
と
さ
れ
て
い
る
。
播
磨
の
古
代
か
ら
中
世
過
渡
期
の
製

鉄
技
術
は
、
出
雲
・
備
中
地
域
と
密
接
な
関
わ
り
を
も
っ

て
成
立
し
た
可
能
性
が
高
い
。

第
三
段
階
の

｢

播
磨
型｣

と
呼
ぶ
製
鉄
炉
は
、
こ
れ
ま

で
の
と
こ
ろ
播
磨
地
域
以
外
で
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

現
状
で
は
播
磨
地
域
独
自
の
製
鉄
炉
と
考
え
ら
れ
、
中
世

播
磨
地
域
で
採
用
さ
れ
る
標
準
的
な
製
鉄
炉
と
理
解
で
き

る
。安

積
山
遺
跡
と
出
雲
・
備
中
地
域
と
の
関
わ
り
を
考
え

る
上
で
、
文
献
史
学
の
視
点
か
ら
興
味
深
い
研
究
が
あ
る
。
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前
田
徹
氏
は
安
積
山
遺
跡
の
経
営
主
体
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
明
確
な
手
掛
か
り
が
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
こ
の
地

域
が
播
磨
国
衙
領
で
あ
る
安
積
保
に
含
ま
れ
、
そ
の
範
囲

は
、
宍
粟
市
一
宮
町
閏
賀
・
西
安
積
・
杉
田
・
東
安
積
、

現
波
賀
町
日
見
谷
・
下
小
野
地
区
に
比
定
さ
れ
て
い
る

(

�)

。

｢

保｣

は
中
世
国
衙
領
の
所
領
単
位
の
ひ
と
つ
で
、
一
般

的
に
一
一
世
紀
末
か
ら
一
二
世
紀
に
か
け
て
成
立
す
る
。

安
積
保
も
こ
の
時
期
に
成
立
し
た
と
見
ら
れ
、
安
積
山
遺

跡
の
操
業
と
重
な
る
こ
と
や
、
遺
跡
周
辺
が
花
崗
閃
緑
岩

地
帯
で
、
製
鉄
原
料
の
砂
鉄
の
入
手
が
安
易
で
あ
る
こ
と
、

播
磨
国
南
部
の
中
心
部
と
但
馬
国
、
因
幡
国
を
結
ぶ
交
通

の
要
衝
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
積
山
遺
跡
の
製
鉄
に
は
国

衙
が
関
与
し
て
い
た
可
能
性
を
想
定
し
て
い
る
。
そ
し
て

安
積
保
の
下
司
・
公
文
両
職
で
あ
っ
た
安
積
氏
と
製
鉄
と

の
関
係
に
も
触
れ
て
い
る
が
、
安
積
氏
の
安
積
山
遺
跡
へ

の
関
与
に
つ
い
て
は
、
そ
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、

断
定
で
き
な
い
と
す
る
。

安
積
山
遺
跡
の
操
業
主
体
が
播
磨
国
衙
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
第
一
段
階
・
第
二
段
階
の
出
雲
・
備
中
地
域
と
の
技

術
的
な
関
わ
り
は
、
国
衙
が
主
体
と
な
り
出
雲
・
備
中
地

域
か
ら
製
鉄
技
術
の
導
入
を
は
か
っ
た
結
果
と
理
解
す
る

こ
と
も
可
能
で
、
今
後
注
視
す
る
研
究
視
点
と
考
え
る
。

(

２)

播
磨
型
の
展
開

安
積
山
遺
跡
第
三
段
階
の
播
磨
型
の
製
鉄
炉
は
、
地
下

構
造
の
違
い
か
ら
二
つ
の
類
型
に
大
別
さ
れ
る
。
角
田
徳

幸
氏
の
分
類
に
従
う
と
、
マ
ウ
ン
ド
の
構
築
の
際
、
防
湿

機
能
を
高
め
る
た
め
、
地
山
を
掘
り
下
げ
る
掘
形
を
も
つ

タ
イ
プ

(

角
田
分
類
Ｃ
２
型

(

�)

、
大
道
分
類
播
磨
４
型

(

�))

と

地
山
に
直
接
マ
ウ
ン
ド
を
築
き
、
掘
形
を
も
た
な
い
タ
イ

プ(

角
田
分
類
Ｃ
１
型
、
大
道
分
類
播
磨
３
型)

で
あ
る
。

掘
形
を
も
つ
播
磨
型
タ
イ
プ
は
、
前
述
し
た
揖
保
川
上
流

域
の
安
積
山
遺
跡
第
三
段
階
に
相
当
す
る
。
千
種
川
上
流

部
支
流
域
の
一
四
世
紀
と
考
え
ら
れ
て
い
る
高
保
木
遺
跡

で
は
五
基
の
製
鉄
炉
が
確
認
さ
れ
、
う
ち
Ａ
地
点
一
・
二

ト
レ
ン
チ

(

図
４�

３)

、
Ｂ
地
点
Ⅰ
区

(

図
４�

５)

、
同

Ⅳ
区
Ｂ
炉

(

図
４�

６)

の
三
基
は
掘
形
を
も
つ
タ
イ
プ

で
あ
る
。
し
か
し
Ａ
地
点
Ｂ
区
の
製
鉄
炉

(

図
４�

４)
は
掘
形
を
も
た
な
い
タ
イ
プ
で
、
両
タ
イ
プ
の
播
磨
型
製

鉄
炉
が
併
存
し
て
い
る
。
こ
の
状
況
を
丸
山
竜
平
氏
は
掘

形
を
も
た
な
い
タ
イ
プ
を
か
ら
、
掘
形
を
も
つ
タ
イ
プ
へ

と
地
下
構
造
が
発
展
し
て
い
く
変
化
と
捉
え
て
い
る

(

�)

。
掘
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形
を
も
つ
タ
イ
プ
は
現
時
点
で
は
こ
の
二
遺
跡
の
み
で
あ

る
。
掘
形
を
も
た
な
い
播
磨
型
タ
イ
プ
は
、
揖
保
川
上
流

支
流
域
の
小
野
段
林
遺
跡
一
・
二
号
炉(

図
４�

11
・
12)
、

千
種
川
上
流
部
支
流
域
で
は
、
小
茅
野
後
山
遺
跡
№
六
地

点
炉
一(

図
４�

２)

・
二
、
滝
谷
Ｕ
遺
跡
Ｋ
テ
ラ
ス
炉

(

図
４�

７)

・
同
テ
ラ
ス
上
部
炉
の
六
基
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。

播
磨
型
の
開
始
年
代
に
つ
い
て
言
及
す
る
と
、
平
安
時

代
後
期
か
ら
末
期
の
安
積
山
遺
跡
第
三
段
階
の
掘
形
を
も

つ
播
磨
型
炉
が
候
補
と
な
る
が
、
出
土
状
況
が
遺
跡
の
最

終
段
階
に
相
当
す
る
上
段
面
直
上
で
は
な
く
、
さ
ら
に
上

層
面
を
掘
り
込
ん
だ
地
下
構
造
で
あ
る
点
を
考
え
る
と
、

安
積
山
遺
跡
の
年
代
を
そ
の
ま
ま
当
て
は
め
る
こ
と
に
躊

躇
す
る
。
現
段
階
で
言
え
る
こ
と
は
、
小
茅
野
後
山
遺
跡

出
土
の
掘
形
を
も
た
な
い
タ
イ
プ
、
炉
２
の
Ｃ
年
代
測
定

値
を
参
考

(

�)

に
、
一
三
世
紀
後
半
頃
と
推
定
し
て
い
る
。

安
積
山
遺
跡
第
二
段
階
で
は
、
長
さ
／
幅
比
三
以
下
の

楕
円
形
な
い
し
は
長
方
形
に
掘
り
込
む
地
下
構
造
を
も
つ

製
鉄
炉
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
タ
イ
プ
は
、
安
積
山

遺
跡
鉄
生
産
の
中
心
的
な
炉
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
タ
イ
プ

と
思
わ
れ
る
地
下
構
造
を
も
つ
製
鉄
炉
が
、
千
種
川
上
部

支
流
域
の
小
茅
野
後
山
遺
跡
№
五
地
点
で
確
認
さ
れ
て
い

る

(

図
４�

１)

。
Ｃ
年
代
測
定
値
を
参
考
に
し
て
、
一
四

世
紀
前
半
頃
に
比
定
で
き
る
。
安
積
山
遺
跡
で
採
用
さ
れ

た
こ
の
タ
イ
プ
の
製
鉄
炉
は
中
世
に
お
い
て
も
存
続
し
、

播
磨
の
中
世
鉄
生
産
の
一
翼
を
担
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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以
上
、
上
栫
・
大
道
両
氏
の
製
鉄
炉
地
下
構
造
研
究
に

加
え
、
筆
者
の
研
究
成
果
を
ま
じ
え
な
が
ら
、
播
磨
の
古

代
・
中
世
鉄
生
産
研
究
の
動
向
に
つ
い
て
述
べ
た
。

た
た
ら
製
鉄
研
究
班
の
設
立
以
降
、
私
に
課
せ
ら
れ
た

役
割
は
、
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た
播
磨
の
古
代
・

中
世
製
鉄
遺
跡
資
料
を
私
な
り
に
整
理
し
、
情
報
と
し
て

発
信
す
る
基
礎
的
作
業
で
あ
っ
た
。
研
究
の
基
本
と
な
る

製
鉄
遺
跡
の
調
査
資
料
は
、
多
く
が
概
報
程
度
の
報
告
に

と
ど
ま
り
、
遺
跡
に
よ
っ
て
は
、
情
報
も
断
片
的
で
研
究

資
料
と
し
て
扱
う
こ
と
に
戸
惑
い
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

当
班
の
活
動
の
柱
の
ひ
と
つ
に
基
礎
的
調
査
を
あ
げ
、
こ

れ
ま
で
活
動
し
て
き
た
が
、
ま
だ
道
半
ば
の
状
況
で
あ
る
。

本
年
度
で
当
班
の
調
査
・
研
究
活
動
は
終
了
と
な
る
が
、

十
分
に
そ
の
役
割
を
果
た
し
た
と
は
思
え
な
い
の
が
残
念

で
あ
る
。
だ
が
内
部
研
究
会
に
お
け
る
研
究
発
表
に
は
、

班
員
以
外
に
テ
ー
マ
に
応
じ
て
外
部
研
究
者
が
参
加
し
、

議
論
を
深
め
ら
れ
た
こ
と
は
望
外
の
喜
び
で
あ
っ
た
こ
と

を
記
し
て
本
稿
を
終
わ
る
。

ま
た
製
鉄
に
関
す
る
研
究
以
外
に
、
古
代
の
鍛
冶
に
関

す
る
真
鍋
成
史
氏
の
研
究
発
表
、
文
献
史
学
の
立
場
か
ら

千
種
鉄
の
流
通
に
つ
い
て
論
じ
た
大
村
拓
生
氏
の
研
究
が

あ
る
が
、
紙
面
の
都
合
で
、
本
稿
で
は
割
愛
し
た
こ
と
を

お
断
り
す
る
。

本
稿
を
終
わ
る
に
あ
た
り
、
安
積
山
遺
跡
に
関
す
る
資

料
の
公
開
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
宍
粟
市
教
育
委
員
会
を

は
じ
め
、
た
た
ら
製
鉄
研
究
班
の
内
部
研
究
会
に
外
部
よ

り
積
極
的
に
参
加
い
た
だ
き
、
議
論
を
深
め
て
い
た
だ
い

た
角
田
徳
幸
、
上
栫
武
、
大
道
和
人
、
平
石
充
、
松
尾
充

晶
の
各
氏
に
は
、
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

(

１)

村
上
泰
樹

｢

播
磨
北
西
部
の
古
代
鉄
生
産
研
究
の
現
状
と

幾
つ
か
の
視
点｣

(『

ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室
紀
要』

三
、
兵

庫
県
立
歴
史
博
物
館
、
二
〇
一
八
年)

、
八
四
頁
。
大
村
拓
生

｢

千
草
鉄
の
流
通
と
刀
剣｣

(『

ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室
紀
要』

四
、
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
、
二
〇
一
九
年)

、
四
一
頁
。
村

上
泰
樹

｢

古
代
末
〜
中
世
の
製
鉄
遺
跡
・
宍
粟
市
安
積
山
遺

跡
の
研
究
に
向
け
て｣

(『

ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室
紀
要』

四
、

兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
、
二
〇
二
〇
年)

、
一
〇
九
頁
。
上
栫

武
｢

古
代
吉
備
と
西
播
磨
の
製
鉄
遺
跡｣

(『

ひ
ょ
う
ご
歴
史

研
究
室
紀
要』

七
、
二
〇
二
二
年)

、
六
八
頁
。

(

２)
図
１
は
、
左
記
論
文
掲
載
の
製
鉄
遺
跡
分
布
図
を
も
と
に

作
成
し
た
。
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村
上
泰
樹

｢

播
磨
北
西
部
の
古
代
鉄
生
産
研
究
の
現
状
と
幾

つ
か
の
視
点｣

(『

ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室
紀
要』

三
、
兵
庫

県
立
歴
史
博
物
館
、
二
〇
一
八
年)

、
八
五
頁
。
同

｢

兵
庫
県

播
磨
北
西
部
の
中
世
製
鉄
遺
跡
に
つ
い
て
‐
小
茅
野
後
山
遺

跡
調
査
報
告
書
の
ま
と
め
に
か
え
て
‐｣

(『

兵
庫
県
立
考
古

博
物
館
研
究
紀
要

石
野
博
信
名
誉
館
長
米
寿
記
念
号』

一

四
、
兵
庫
県
立
考
古
博
物
館
、
二
〇
二
一
年)

、
四
一
頁
。

(

３)

兵
庫
県
教
育
委
員
会
編

『

製
鉄
遺
跡
Ⅱ

(

波
賀
町)』
(

兵

庫
県
教
育
委
員
会
、
一
九
九
四
年)

。
同
編

『

製
鉄
遺
跡
Ⅰ

(

佐
用
郡)』

(

兵
庫
県
教
育
委
員
会
、
一
九
九
二
年)

。

(

４)

上
栫
武

｢

古
代
吉
備
と
西
播
磨
の
製
鉄
遺
跡｣
(『

ひ
ょ
う

ご
歴
史
研
究
室
紀
要』

七
、
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
、
二
〇

二
二
年)

。

(

５)

平
城
宮
東
院
地
区
Ｓ
Ｄ
３
２
３
６
Ｃ
出
土
の
荷
札
木
簡

｢

美
作
国
勝
田
郡
和
気
郷
輸
調
鉄
壱
連
○
□｣
は
下
坂
遺
跡
に

隣
接
す
る
和
気
郷
内
で
製
鉄
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(

６)

藤
木
透

｢

カ
ジ
屋
遺
跡｣

(『

平
成
六
年
度
埋
蔵
文
化
財
調

査
年
報』

佐
用
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
五
年)

、
八
頁
。

(

７)

大
道
和
人

｢

日
本
古
代
鉄
生
産
の
開
始
と
展
開
―
七
世
紀

の
箱
形
炉
を
中
心
に
―｣

(『

た
た
ら
研
究』

五
三
、
た
た
ら

研
究
会
、
二
〇
一
四
年)

。

(

８)

村
上
泰
樹

｢

播
磨
北
西
部
の
古
代
鉄
生
産
研
究
の
現
状
と

幾
つ
か
の
視
点｣

(『

ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室
紀
要』

三
、
兵

庫
県
立
歴
史
博
物
館
、
二
〇
一
八
年)

、
九
二
頁
。

筆
者
は
周
溝
を
も
つ
カ
ジ
屋
遺
跡
の
年
代
を
、
同
じ
周
溝
を

も
つ
六
世
紀
後
半
に
比
定
さ
れ
て
い
る
岡
山
県
総
社
市
千
引

カ
ナ
ク
ロ
谷
製
鉄
遺
跡
の
存
在
を
念
頭
に
七
世
紀
を
遡
る
可

能
性
を
考
え
た
。

(

９)

大
道
和
人

｢

近
畿
地
方｣

(

島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
編

『

た
た
ら
製
鉄
の
成
立
過
程』

島
根
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
二

〇
年
、
二
一
頁)

、
同

(『

近
畿
地
方
か
ら
み
た
古
代
播
磨
の

製
鉄』

ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室
た
た
ら
製
鉄
研
究
班
第
二
回

研
究
会
発
表
資
料
、
二
〇
二
一
年)

。

(

10)

沖
森
卓
也
・
佐
藤
信
・
矢
嶋
泉
編
著

『

風
土
記

常
陸
国
・

出
雲
国
・
播
磨
国
・
豊
後
国
・
肥
前
国』

(

山
川
出
版
社
、
二

〇
一
六
年)

よ
り
抜
粋
。

(

11)

土
佐
雅
彦

｢

佐
用
郡
内
の
製
鉄
遺
跡｣

(

広
島
大
学
文
学
部

研
究
室
編

『

中
国
地
方
製
鉄
遺
跡
の
研
究』

渓
水
社
、
一
九

九
三
年)

、
二
八
六
頁
。
大
道
和
人

｢

日
本
古
代
鉄
生
産
の
開

始
と
展
開
―
七
世
紀
の
箱
形
炉
を
中
心
に
―｣

(『

た
た
ら
研

究』

五
三
、
た
た
ら
研
究
会
、
二
〇
一
四
年)

、
一
〜
二
二
頁
。

(

12)

パ
リ
ノ
・
サ
ー
ヴ
ェ
イ
株
式
会
社

｢

坂
遺
跡
・
山
平
Ｂ
遺

跡
出
土
炭
化
材
の
14
Ｃ
年
代
測
定｣

『

製
鉄
遺
跡
Ⅱ(

波
賀
町)』

(

兵
庫
県
教
育
委
員
会
、
一
九
九
四
年)

、
一
〇
六
頁
。

(

13)

平
瀬
順
一
・
藤
木
透

｢

佐
用
郡
の
製
鉄
遺
跡｣

(『

製
鉄
遺

跡
Ⅰ

(

佐
用
町)』

兵
庫
県
教
育
委
員
会
、
一
九
九
二
年)

、

六
三
頁
。

(
14)
一
宮
町
教
育
委
員
会
・
宍
粟
郡
広
域
行
政
事
務
合
編

『

安

積
山
遺
跡』

(

一
宮
町
文
化
財
調
査
報
告
九
、
宍
粟
郡
一
宮
町

教
育
委
員
会
、
一
九
九
六
年)

。

(

15)

村
上
泰
樹
・
田
路
正
幸

｢

古
代
末
か
ら
中
世
の
製
鉄
遺
跡
・
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宍
粟
市
安
積
山
遺
跡
の
研
究
に
向
け
て｣

(『

ひ
ょ
う
ご
歴
史

研
究
室
紀
要』

五
、
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
ひ
ょ
う
ご
歴
史

研
究
室
、
二
〇
二
〇
年)

、
一
〇
九
頁
。

(

16)
角
田
徳
幸

｢

中
世
鉄
生
産
と
近
世
た
た
ら
の
成
立｣

(『
た
た
ら
吹
製
鉄
の
成
立
と
展
開』

清
文
堂
、
二
〇
一
四
年)

、

四
八
頁
。

(

17)

大
道
和
人

｢
近
畿
地
方｣

(

島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
編

『

た
た
ら
製
鉄
の
成
立
過
程』

島
根
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
二

〇
年)

、
二
六
頁
。

(

18)

土
佐
雅
彦

｢

播
磨
の
鉄｣

(『

播
磨
風
土
記
の
巻

風
土
記

の
考
古
学』

二
、
同
成
社
、
一
九
九
四
年)

、
二
二
四
頁
。

(

19)

前
田
徹

｢

中
・
近
世
宍
粟
の
産
業
と
領
主｣
(『

播
磨
の
生

業
と
武
士』

企
画
展
史
料
集
二
三
、
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
、

二
〇
〇
四
年)

、
二
三
・
二
四
・
二
六
頁
。

(

20)

註
15
。

(

21)

註
16
。

(

22)

丸
山
竜
平
他

『

高
保
木
製
鉄
遺
跡』

(

千
種
町
教
育
委
員
会
、

一
九
八
九
年)

。

(

23)

村
上
泰
樹

｢

兵
庫
県
播
磨
北
西
部
の
中
世
製
鉄
遺
跡
に
つ

い
て
‐
小
茅
野
後
山
遺
跡
調
査
報
告
書
の
ま
と
め
に
か
え

て
‐｣

(『

兵
庫
県
立
考
古
博
物
館
研
究
紀
要

石
野
博
信
名

誉
館
長
米
寿
記
念
号』

一
四
、
兵
庫
県
立
考
古
博
物
館
、
二

〇
二
一
年)

。
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